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研究成果の概要（和文）：本研究では、統合失調症や高次脳機能障害という病名が与えられた人

々(the Communication Handicapped; CH)が個々に持つ社会的・個人的属性や会話の個々の構成

物(発話や身振り) の相互作用が作り出すコミュニケーションシステムにおいて、コミュニケー

ションギャップが検出され、排除/吸収されていく過程のメカニズムを解明した。 
 
研究成果の概要（英文）：The outcome of this research aims to contribute to the welfare 
of the communication-handicapped (i.e. people with schizoid personality disorder or 
higher brain dysfunction) by focusing on communication gaps in conversations of/with them. 
We elucidated the mechanism of how the gaps are detected, dissolved, and absorbed by 
participants in conversation from the perspective that the social-personal attributes 
and the verbal and nonverbal components of conversational acts interact with one another 
in communication. 
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１．研究開始当初の背景 
慢性期に入った高次脳機能障害者や精神障
害者に共通の認知障害が認められるように
なってきたが、コミュニケーションを支える
他者の態度や思考に対するメタ認知を含む
社会的機能には未着手のままであった。 
我が国では、精神病院の増床政策がとられて
きたが、昨今では医療費削減のあおりを受け、
病床数削減、入院費負担削減が精神病棟でも
行われている。そこで彼らが施設の外に出た
時、そこで周囲の人々とどのような形でコミ

ュニケートしていくのか、という社会的機能
に関する問題を早急に解明する必要がある。 
 
２．研究の目的 
対象とするのは高次脳機能障害、および統合
失調症や鬱病などの精神障害を持つ者と、そ
の家族や治療担当者、さらには一般の健常者
たちが織りなす会話の場である。そうした会
話の場においてそれぞれがもつ会話規範の
衝突ないしはすれ違いによって生じるコミ
ュニケーションギャップの解消を引き起こ
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す社会的方略と認知メカニズムを解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究では以下を行う。 
(1) コミュニケーションギャップを含む会 
話データの収集と整備 
(2) ギャップ発生時に用いられている会話
規範の定式化 
(3) ギャップ発生時の会話行動を生み出し
た認知メカニズムの解明  
(4) ギャップ発生から解消に至る自他の会
話規範のメタ認知メカニズムの解明 
(5) 自他ルールへの気づきを促す会話実践 
 
４．研究成果 

統合失調症や高次脳機能障害という病名
が与えられた人々を含む相互作用が作り出
すコミュニケーションシステムにおいて、コ
ミュニケーションギャップが検出され、排除
/吸収されていく過程のメカニズムとして以
下の３つを解明した。 
(1) コミュニケーションギャップを解消す
るための会話運用上の規範の定式化： 
-発話の聞き取りや理解の困難さによって生
じたコミュニケーションギャップは、その直
後に会話参与者全員の問題として取り上げ
られ、全員の協力によって解消され得ること
を示した。 
-患者の「援助を求めること」と「分別ある
患者であること」との葛藤、医師の「患者を
見捨てないこと」と「援助の限界を知らせる
こと」との葛藤の過程を明らかにした。 
(2) コミュニケーションギャップを解消す
る認知メカニズムの解明： 
- 会話の中で聞き取りや理解ができなかっ
た聞き手は、自己の認知状態をその場で参与
者全員にディスプレイすることで、互いの認
知の食い違いが<やりとり>を通じて解消し
ていくことを示した。 
(3) コミュニケーションギャップの生成−解
消に至るメタ認知メカニズムの解明： 
- リフレーミング(他者の発話を言い換えた
り情報を付加すること)が高次脳機能障害者
に見られないことから、理解を自己のものと
する深いレベルのメタ認知的過程が存在す
ることを示した。 
- ある「状況」を個人の「病気」の問題とし
てではなく、当該の人や関係性の危機として
捉えることが、新たな関係性を創出するとい
うメタ=コミュニケーションの枠組みを示し
た。 
またこれらの知見を、精神科デイケアリハビ
リテーション実践、アウトリーチ支援として
の訪問看護・就労相談などの実践にフィード
バックした。   
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